


























総代会の仕組み
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1．総代会制度について
信用金庫は、会員同士の「相互信頼」と「互恵」の精神を基本理念に、会
員一人ひとりの意見を最大の価値とする協同組織金融機関です。した
がって、会員は出資口数に関係なく、1人1票の議決権を持ち、総会を
通じて当金庫の経営に参加することとなります。しかし、当金庫では、
会員数がたいへん多く、総会の開催は事実上不可能です。そこで、当金
庫では、会員の総意を適正に反映し、充実した審議を確保するため、総
会に代えて総代会制度を採用しております。
この総代会は、決算、取扱業務の決定、理事・監事の選任等の重要事項
を決議する最高意思決定機関です。したがって、総代会は、総会と同様
に、会員一人ひとりの意見が当金庫の経営に反映されるよう、会員の
中から適正な手続により選任された総代により運営されます。
また、当金庫では、総代会に限定することなく、日常の事業活動を通じ
て、総代や会員とのコミュニケーションを大切にし、様々な経営改善
に取組んでおります。　　　

2．総代とその選任方法
（1）総代の任期・定数

総代の任期は3年です。
総代の定数は、150人以上200人以下で、会員数に応じて各選任
区域ごとに定められております。
なお、2020年6月30日現在の総代数は、168人です。

（2）総代の選任方法
総代は、会員の代表として、会員の総意を当金庫の経営に反映す
る重要な役割を担っております。そこで、総代の選考は、総代候補
者選考基準（注）に基づき、次の3つの手続を経て選任されます。
①会員の中から総代候補者選考委員を選任する。
②その総代候補者選考委員が総代候補者を選考する。
③その総代候補者を会員が信任する（異議があれば申し立てる）。

3．令和2年度通常総代会の決議事項
令和2年度通常総代会において、次の事項が付議され、それぞ
れ原案のとおり了承されました。
（1）報告事項

第96期（平成31年4月1日から令和2年3月31日まで）
業務報告、貸借対照表及び損益計算書報告の件

（2）決議事項
①第96期剰余金処分案承認の件
②会員除名の件
③退任監事に対する役員退職慰労金贈呈の件

（1）当金庫会員であること。
（2）総代就任時において満80歳に達していない方。但し、本項は平成22年以降に新たに選出される総代に適用する。
（1）当金庫の理念、使命をよく理解し、当金庫との緊密な取引関係を有する方。
（2）人格、識見に優れ、当金庫の発展に寄与できる方。
（3）地域において信望が厚く、総代として相応しい方。

（注）当金庫の総代候補者選考基準

1．資格要件

2．適格要件     

選考委員

総　代

会　員

②選考基準に基づき総代候補者を選考

①総代会の決議に基づ
き理事長が選考委員
を委嘱し、選考委員
の氏名を店頭掲示

理事会

③理事長は、総代候補者氏名を店頭掲示し、
　所定の手続を経て、会員の代表として総代を委嘱

総代候補者

総 代 会

決算に関する事項、理事・監事の
選任等重要事項の決定

会員の総意を適正に反映するための制度

総代会は、会員一人ひとりの意見を適正に反映するための開かれた制度です。



総代が選任されるまでの手続
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年代別

80才代
22.0％

70才代
36.9％

60才代
20.2％

50才代
11.3％

40才代 2.4％ 90才代7.2％

職業別

個人事業主
18.5％

会社役員
81.5％

業種別
不動産業
39.7％

卸売・小売業
12.8％

製造・加工業
15.6％

サービス業
7.5％

建設業
8.1％

寺・神社・学校
5.7％

飲食業 1.2％
運輸業 4.0％ その他 5.4％

東京都港区
大川 浩（5）/河村 守康（8）/岸本 鐵夫（3）/倉並 喜代晴（7）/櫻井 美沙子（4）/鈴木 健悟（1）/鈴木 宏和（1）/須藤 仁（2）/関根 義彦（8）/滝澤 正男（18）
竹ノ上 蔵造（2）/中村 輝彦（3）/長谷川 治代（1）/福田 善一郎（6）/細川 一夫（8）/四倉 榮一（3）/若林 勇二（1）/和田 秀雄（4）/渡邊 仁久（5）
東京都品川区
石井 丈雄（10）/石川 禮且（8）/井上 吏司（8）/香取 英夫（12）/鏑木 匡（2）/草柳 洋一（7）/染谷 文太郎（10）/田中 猛（8）/田中 常満（8）/角田 信雄（9）
中静 美佐子（3）/中原 明（4）/林 研治（4）/藤井 清一（8）/町田 勝栄（3）/宮久保 忠宏（7）/村上 交周（5）/山本 憲一（10）/芳根 孝明（5）
東京都大田区　北千束1～3、南千束1～3、北馬込1～2、中馬込1～3、西馬込1～2、石川町1～2、上池台1～5、仲池上1～2、東雪谷1～5、南雪谷1～
5、雪谷大塚町、北嶺町、東嶺町、西嶺町、久が原1～6、南久が原1～2、千鳥1～3、田園調布1～5、田園調布本町、田園調布南、鵜の木1～3、下丸子1～
4、矢口1～3
石川 一郎（11）/植松 勝己（9）/落合 國男（14）/落合 禮子（1）/鎌田 眞佐子（5）/川﨑 宏子（5）/川瀬 昌男（4）/河原 進（20）/岸田 徹（1）/北川 憲史（1）
木村 宏行（14）/後藤 専（2）/酒井 憲一（3）/鈴木 茂（5）/鈴木 文治（17）/鈴木 光弘（12）/鈴木 陽一（5）/田中 定宏（4）/天明 秀治（11）/長久保 樹一郎（3）
長久保 純一（11）/長久保 光正（5）/中村 孝行（2）/中村 勉（10）/平川 浩（5）/森井 文治郎（18）/山田 健治（11）/渡辺 政弥（3）
東京都大田区第3区以外の大田区
秋山 隆彦（8）/池内 淳海（7）/石渡 孝義（4）/伊藤 トシエ（11）/伊藤 光浩（4）/植田 昌宏（8）/内田 泰史（3）/小野口 貞男（8）/鎌田 邦雄（5）
川田 博之（3）/酒井 宏（4）/瀬田 哲夫（4）/醍醐 徹（2）/友田 進（1）/中島 武（12）/西川 洋孝（1）/原田 秀之輔（14）/藤澤 光徳（4）/山口 和夫（4）
山﨑 信明（14）/渡邊 義衛（8）
東京都目黒区
粟田口 享久（14）/磯 彰（3）/市川 廣視（1）/河原 義一（8）/林 正雄（7）/原 成好（1）/二村 弘雄（8）/松坂 洋（4）
東京都世田谷区
伊東 祐彦（5）/大平 喜藏（8）/笠原 みよ子（5）/河野 茂（1）/齋藤 稔（8）/鈴木 利彰（4）/髙取 良雄（8）/田中 光和（4）/豊田 正治（5）/新田 新太郎（7）
保知 輝幸（4）/松下 明敬（4）
東京都千代田区、中央区、渋谷区、新宿区、中野区
岩田 英俊（1）/小野瀬 和美（3）/金森 勝久（1）/斉藤 金造（5）/杉山 正道（6）/高木 明郎（6）/田中 良一（4）/玉木 章夫（5）/中山 直己（3）/山縣 邦彦（9）
吉田 正次（15）
東京都文京区、台東区、墨田区、江東区、荒川区、足立区、葛飾区、江戸川区、北区、豊島区、板橋区、練馬区、杉並区、武蔵野市、三鷹市、調布市、狛江市、西
東京市、小金井市、府中市、稲城市、多摩市、町田市、東久留米市、小平市、東村山市、国分寺市、清瀬市
阿部 清隆（2）/天沼 康二（5）/有馬 頼央（2）/飯村 早苗（1）/井口 明（1）/井口 喜一（12）/小林 秀洋（4）/志村 喜代隆（8）/白井 忠則（1）/田中 和子（3）
田中 久和（8）/鳥海 隆秀（4）/原田 隆司（4）/平山 晋（3）/三竹 幸雄（7）/山口 伸二（1）
神奈川県川崎市
石川 庸（5）/石渡 孝明（3）/一木 康男（2）/伊藤 奎助（15）/伊藤 朝光（14）/井上 早苗（3）/北浦 利直（1）/黒米 幸彦（1）/越水 正明（10）/島田 叔昌（14）
角川 栄喜（9）/出竹 惇文（11）/古川 利勝（3）/松井 宏一（5）/渡部 雄義（8）
神奈川県横浜市、大和市、相模原市　埼玉県和光市、新座市、朝霞市、戸田市　（注）相模原市のうち、旧津久井町、旧相模湖町、旧城山町、旧藤野町を除きます。
飯田 克吉（11）/岩岡 紀一（11）/大川 滋（11）/小泉 正（9）/小島 忠（3）/小嶋 恒（15）/櫻井 誠健（3）/佐藤 一司（3）/椎橋 浩（18）/鈴木 正（1）
鈴木 正雄（6）/仲村 敏昭（5）/半澤 弘次（5）/平野 富久（4）/峯岸 イヲ子（18）/村田 敏雄（13）/村田 由紀雄（5）/横溝 尚樹（6）/渡辺 道春（10）

総代の属性別構成比

会　員
地区を10区の選任区域に分け、選任区域ごとに総代の定数を定める。

総代候補選考委員の
選任

会員の中から総代候補の選考委員を「総代選考委員選考基準」に基づき総代会で決議し、
理事長が選考委員を委嘱。

総代候補選考委員の氏名を営業店掲示場に掲示

総代候補選考委員の氏名を営業店掲示場に掲示

総代の氏名を営業店掲示場に1週間以上掲示

4．総代の氏名等 （2020年6月末現在）※数字は就任回数（五十音順・敬称略）

第 1 区

第 2 区

第 3 区

第 4 区

第 5 区

第 6 区

第 7 区

第 8 区

第 9 区

第10区

1

2 総代候補の選考

3 総代の選任
2

決算に関する事項、理事・監事の選任等重要事項の決定総　代　会会員の総意を適正に反映するための制度

総代選考委員は総代選考基準に基づき総代候補者を選考し、理事長に報告、理事長は総代候補者
氏名を1週間以上営業店掲示場に掲示。この掲示について日本経済新聞に公告。

（A）会員から異議がない場合または選任区域の会員数の1/3に達しない会員からの異議申出が
あった総代候補者について理事長は総代に委嘱。

（B）会員からの異議申立が選任区域の会員数の1/3に達した総代候補者については、当該候補者に代
え上記　　の手続きにより他の総代候補者を選考する。ただし、当該総代候補者の数が、その選考
区域の総代の定数の1/2に満たない場合は、改めて選考を行わない（欠員とする）ことができる。














